
“Physical Science Skincare”

たった 10 秒のエイジングケア　エルビュー独自の研究結果

2010 年 7 月 3 日、新潟大学で行なわれた「第 6 回加齢皮膚医学研究会」と「第 17 回四国
四大学皮膚科研究会」において、共同研究を行なった徳島大学病院皮膚科の研究チームに
よって、「ミネラルオーレ 」を用いたフリーラジカル活性酸素の除去、紫外線照射紅斑・
色素沈着抑制効果試験についての発表が行なわれました。

第 6回加齢皮膚医学研究会にて発表

○R

紫外線を照射したときの紅斑や色素沈着を抑制する効果についての試験
UV－B を照射した肌にフェイストリー
トメントを塗布し、経時的にデジタル
カメラで撮影後、紅斑・色素沈着度合
いを画像解析にて定量化したところ、
紅斑・色素沈着ともに抑制されている
事が認められました。
フェイストリートメントに含まれる、
即ちミネラルオーレ の活性酸素除去
作用が重要な役割を果たしていると考
えられています。

○R

10秒mixing

電子スピン共鳴装置（神奈川歯科大学協力）

20 才以上の 20 名を対象に肌の測定

フリーラジカル活性酸素の除去

紫外線照射紅斑・色素沈着抑制効果

照射前 照射１日後 照射７日後 照射２８日後

ミネラルオーレ なし
ミネラルオーレ あり

○R

○R

ミネラルオーレ なし
ミネラルオーレ あり

○R

○R

メラニンの
生産を抑制

炎症を抑制

人工的に活性酸素を生産。
「ミネラルオーレ あり」
「ミネラルオーレ なし」
の 2種類の試験管に入れ
活性酸素の数値を測定。

○R

○R

電子スピン共鳴(ESR) 法を用いたミネラルオーレ  による活性酸素消去能測定○R

○R ○R

○R

あり

消失


